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今
年
１
月
に
発
生
し
た
ハ
イ
チ
大
地
震
の
被
災
地
で
緊
急
支
援
活
動
を
続
け
た
国
際
医
療

救
援
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
（
本
部
・
岡
山
市
）
は
来
月
、
岡
山
県
、
大
阪
府
な
ど
の
中
学
生
と
ハ

イ
チ
隣
国
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
を
訪
問
し
、
被
災
地
の
子
供
ら
を
招
い
た
親
善
サ
ッ
カ
ー
大

会
を
開
く
。
現
地
は
令
も
テ
ン
ト
生
活
な
ど
を
強
い
ら
れ
、
心
が
傷
つ
い
た
ま
ま
の
子
供
た

ち
も
多
い
と
い
う
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
荒
波
茂
代
表
は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
人
の
心
を
一
つ
に
す
る
。
『
あ

な
た
た
ち
を
見
捨
て
な
い
』
と
の
メ
ッ
ヤ
。
‐
‐
ジ
を
送
り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
　
「
互
戸
諭
」

岡
山
の
中
学
生
ら
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
へ

　
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
と
、
ハ
イ
チ
で
は
大

　
地
震
の
発
生
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
今
も
復

　
興
が
進
ま
ず
、
木
の
枠
を
布
で
覆
っ
た
だ

　
け
の
被
災
キ
ャ
ン
プ
で
多
く
の
子
供
が
生

訟
し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
医
師
を
派
遣

し
、
緊
急
支
援
に
取
り
組
ん
だ
が
、
子
供

た
ち
の
心
は
癒
や
さ
れ
な
い
状
況
が
続
い

て
い
る
。
大
地
震
の
発
生
直
後
に
現
地
入

り
し
た
菅
波
代
表
ら
は
、
被
災
し
た
子
供

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
援
で
手
当
て
を
受
け
る
子
供
＝
ハ

イ
チ
・
ゴ
ナ
イ
フ
で
今
年
１
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供
。

ハイチ大地震半年ＡＭＤＡ主催

た
ち
を
ど
う
励
ま
す
か
を
考
え
て
き
た
。

　
親
善
大
会
に
参
加
す
る
の
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
活
動
に
賛
同
す
る
岡
山
、
広
島
両
県
の

中
学
生
や
、
大
阪
府
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
Ｆ
Ｃ
千
里
中
央
」
に
所
属
す
る
中
学
生
ら

計
1
8
人
。
来
月
1
6
日
に
出
発
し
、
現
地
で
青

年
海
外
協
力
隊
員
が
活
動
す
る
現
場
を
訪

れ
る
。
参
加
賛
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
負
担
す
る
。

　
現
地
で
は
、
被
災
キ
ャ
ン
プ
の
子
供
や

ド
ミ
ニ
カ
、
日
本
の
子
供
た
ち
で
混
合
チ

ー
ム
な
ど
を
作
っ
て
試
合
す
る
予
定
。
被

災
地
の
子
供
ら
は
親
善
大
会
に
向
け
て
既

に
練
習
に
励
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
の
活
動
を
「
市
民
が
直

接
参
加
す
る
人
道
支
援
外
交
」
と
位
置
付

け
、
帰
国
後
も
交
流
を
続
け
る
考
え
。
菅

波
代
表
は
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
も
分
か

る
よ
う
に
、
ボ
ー
ル
を
追
う
こ
と
で
子
供

同
士
が
心
を
通
わ
せ
ら
れ
る
。
活
動
で
復

興
の
後
押
し
に
つ
な
け
た
い
」
と
話
す
。
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